
4

林
俊
雄
先
生
の
経
歴
と
業
績

学
　
歴

一
九
四
九
年
三
月　
　

東
京
都
で
生
ま
れ
る

一
九
六
七
年
四
月　
　

東
京
教
育
大
学
文
学
部
史
学
方
法
論
専
攻
（
考
古
学
）
入
学

一
九
七
二
年
三
月　
　

東
京
教
育
大
学
文
学
部
史
学
方
法
論
専
攻
（
考
古
学
）
卒
業

一
九
七
三
年
四
月　
　

東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
修
士
課
程
東
洋
史
学
科
入
学

一
九
七
六
年
三
月　
　

東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
修
士
課
程
東
洋
史
学
科
修
了

一
九
七
六
年
四
月　
　

東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
博
士
課
程
東
洋
史
学
科
入
学

一
九
七
九
年
三
月　
　

東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
博
士
課
程
東
洋
史
学
科
単
位
取
得
退
学

職
　
歴

一
九
七
九
年
四
月　
　
（
財
）
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
博
物
館
研
究
員
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一
九
八
五
年
五
月　
　
（
財
）
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
博
物
館
主
任
研
究
員

一
九
九
一
年
四
月　
　

創
価
大
学
文
学
部
助
教
授

一
九
九
四
年
四
月　
　

創
価
大
学
文
学
部
教
授

一
九
九
五
年
四
月 　
　

創
価
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
人
文
学
専
攻
前
期
課
程
担
当

一
九
九
九
年
四
月　
　

創
価
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
人
文
学
専
攻
後
期
課
程
担
当

＊     

＊     

＊

一
九
八
五
年
四
月　
　

駒
沢
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
（
博
物
館
学
）（
〜
一
九
八
六
年
三
月
）

一
九
八
九
年
四
月 　
　

国
立
民
族
学
博
物
館
共
同
研
究
員
（
〜
二
〇
〇
一
年
三
月
）

一
九
九
〇
年
一
〇
月　

創
価
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
（
東
洋
史
学
）（
〜
一
九
九
一
年
三
月
）

一
九
九
一
年
四
月　
　

清
泉
女
子
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
（
東
洋
史
特
講
、
西
ア
ジ
ア
文
化
史
）（
二
〇
〇
九
年
よ
り
隔
年

〜
二
〇
一
九
年
三
月
）

一
九
九
一
年
四
月　
　
（
財
）
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
博
物
館
非
常
勤
研
究
員
（
〜
一
九
九
五
年
三
月
）

一
九
九
一
年　
　
　
　

筑
波
大
学
歴
史
・
人
類
学
系
兼
任
講
師
（
東
洋
史
特
講
）
集
中

一
九
九
三
年　
　
　
　

神
戸
大
学
文
学
部
兼
任
講
師
（
東
洋
史
特
講
）
集
中

一
九
九
四
年
四
月　
　

上
智
大
学
文
学
部
兼
任
講
師
（
東
洋
史
特
講
）（
〜
一
九
九
六
年
三
月
）

一
九
九
五
年　
　
　
　

金
沢
大
学
文
学
部
兼
任
講
師
（
東
西
文
化
交
流
史
特
講
）
集
中

一
九
九
九
年
四
月　
　
（
財
）
東
洋
文
庫
兼
任
研
究
員
（
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
よ
り
客
員
研
究
員
〜
現
在
）

一
九
九
九
年
四
月　
　

宇
都
宮
大
学
大
学
院
国
際
学
研
究
科
兼
任
講
師
（
陸
域
交
流
論
）
集
中
（
〜
二
〇
一
〇
年
）

二
〇
〇
一
年
四
月　
　

早
稲
田
大
学
第
二
文
学
部
兼
任
講
師
（
歴
史
民
俗
総
合
）（
〜
二
〇
〇
三
年
三
月
）
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二
〇
〇
二
年
四
月　
　

大
阪
教
育
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
兼
任
講
師
（
外
国
考
古
学
特
論
・
集
中
）

二
〇
〇
三
年
四
月　
　

お
茶
の
水
女
子
大
学
文
教
育
学
部
兼
任
講
師
（
比
較
歴
史
学
）（
〜
二
〇
〇
三
年
九
月
）

二
〇
〇
五
年
四
月　
　

東
京
大
学
文
学
部
兼
任
講
師
（
東
洋
史
特
講
）（
〜
二
〇
〇
七
年
三
月
）

二
〇
〇
七
年
四
月　
　

中
央
大
学
総
合
政
策
学
部
兼
任
講
師
（
文
化
交
流
史
）（
〜
二
〇
〇
八
年
三
月
）

二
〇
〇
八
年
四
月　
　

立
教
大
学
文
学
部
兼
任
講
師
（
超
域
文
化
学
）（
〜
二
〇
〇
八
年
九
月
）

二
〇
一
二
年
四
月　
　

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
兼
任
講
師
（
東
洋
史
特
講
）（
〜
二
〇
一
三
年
九
月
）

二
〇
一
三
年
四
月　
　

明
治
大
学
文
学
部
ア
ジ
ア
史
学
科
兼
任
講
師
（
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
史
）（
隔
年
〜
二
〇
一
八
年
三
月
）

二
〇
一
七
年
三
月　
　

中
央
大
学
文
学
部
東
洋
史
学
科
兼
任
講
師
（
東
洋
考
古
学
）（
〜
二
〇
一
八
年
三
月
）

所
属
学
会

内
陸
ア
ジ
ア
史
学
会
（
常
任
理
事
）

日
本
西
ア
ジ
ア
考
古
学
会

業
　
績

著
　
書

１
．『
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
石
人
』
雄
山
閣
、
二
〇
〇
五
年
三
月
、
二
四
五
頁
。

２
．『
グ
リ
フ
ィ
ン
の
飛
翔
』
雄
山
閣
、
二
〇
〇
六
年
七
月
、
二
八
二
頁
。
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３
．『
ス
キ
タ
イ
と
匈
奴　

遊
牧
の
文
明
』（
興
亡
の
世
界
史
第
二
巻
）
講
談
社
、
二
〇
〇
七
年
六
月
、
三
八
〇
頁
。

　
　
『
ス
キ
タ
イ
と
匈
奴　

遊
牧
の
文
明
』
講
談
社
学
術
文
庫
二
三
九
〇
、二
〇
一
七
年
一
月
、
四
〇
一
頁
。

４
．『
遊
牧
国
家
の
誕
生
』（
世
界
史
リ
ブ
レ
ッ
ト
九
八
）
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
二
月
、
九
〇
頁
。

論
　
考

１
．「
ソ
連
イ
ェ
ニ
セ
イ
河
源
流
域
の
城
郭
址
」『
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
一
二
六
号
、
一
九
七
六
年
八
月
、
二
四
〜
二
七
頁
。

２
．「
匈
奴
に
お
け
る
農
耕
と
定
着
集
落
」
護
雅
夫
編
『
内
陸
ア
ジ
ア
・
西
ア
ジ
ア
の
社
会
と
文
化
』
山
川
出
版
社
、

一
九
八
三
年
六
月
、
三
〜
二
二
頁
。

３
．「
鮮
卑
・
柔
然
に
お
け
る
農
耕
と
城
塞
」（『
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
博
物
館
紀
要
』
第
五
巻
、
一
九
八
三
年
七
月
、
三
七
七
〜

三
九
四
頁
。

４
．「
石
塞
山
十
七
号
墓
出
土
四
人
楽
舞
俑
、
石
塞
山
六
号
墓
出
土
人
物
家
屋
銅
飾
り
」『
国
華
』
第
一
〇
八
二
号
、
一
九
八
五

年
四
月
、
二
四
〜
三
二
頁
。

５
．「
略
奪
・
農
耕
・
交
易
か
ら
観
た
遊
牧
国
家
の
発
展
―
突
厥
の
場
合
―
」『
東
洋
史
研
究
』
第
四
四
巻
第
一
号
、
一
九
八
五

年
六
月
、
一
一
〇
〜
一
三
六
頁
。

６
．'A

griculture and Settlem
ents in the H

siung-nu'
『
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
博
物
館
紀
要
』
第
六
巻
、
一
九
八
五
年
一
二
月
、

五
一
〜
九
二
頁
。

７
．「
草
原
の
民
―
古
代
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
遊
牧
騎
馬
民
族
―
」
護
雅
夫
・
岡
田
英
弘
編
『
民
族
の
世
界
史
４
：
中
央
ユ
ー
ラ
シ

ア
の
世
界
』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
六
月
、
二
五
〜
五
八
頁
。

８
．“The D

evelopm
ent of a N

om
adic E

m
pire: The C

ase of A
ncient T

urks (T
uque)

”『
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
博
物
館
紀
要
』
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第
一
一
巻
、
一
九
九
〇
年
一
二
月
、
一
三
五
〜
一
八
四
頁
。

９
．「
ウ
イ
グ
ル
の
対
唐
政
策
」『
創
価
大
学
人
文
論
集
』
第
四
号
、
一
九
九
二
年
三
月
、
一
一
一
〜
一
四
三
頁
。

10
．「
北
方
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
大
型
円
墳
」『
平
井
尚
志
先
生
古
稀
記
念
考
古
学
論
攷
』
第
Ⅱ
集
、
一
九
九
二
年
三
月
、
一
六
三
〜

一
九
七
頁
。

11
．「
突
厥
の
石
人
に
見
ら
れ
る
ソ
グ
ド
の
影
響
―
と
く
に
手
指
表
現
に
焦
点
を
当
て
て
―
」『
創
価
大
学
人
文
論
集
』
第
五
号
、

一
九
九
三
年
三
月
、
二
七
〜
四
四
頁
。

12
．「
ユ
ー
ラ
シ
ア
草
原
に
お
け
る
騎
馬
と
馬
車
の
歴
史
」（
共
著
）『
馬
の
博
物
館
研
究
紀
要
』
第
六
号
、
一
九
九
三
年
一
二
月
、

一
〜
二
四
頁
。

13
．「
天
山
北
麓
の
大
型
円
墳
」『
草
原
考
古
通
信
』
三
、一
九
九
三
年
一
二
月
、
二
〜
五
頁
。

14
．「
遊
牧
騎
馬
民
族
の
移
動
と
文
明
の
興
亡
」『
学
術
月
報
』
第
四
七
巻
第
一
号
、
一
九
九
四
年
一
月
、
五
三
〜
五
九
頁
。

15
．「
ウ
イ
グ
ル
可
汗
国
初
期
の
石
碑
遺
跡
」
片
山
章
雄
『
迴
紇
タ
リ
ア
ト
・
シ
ネ=

ウ
ス
両
碑
文
（
８
世
紀
中
葉
）
の
テ
キ

ス
ト
復
原
と
年
代
記
載
か
ら
見
た
北
・
東
・
中
央
ア
ジ
ア
』
東
海
大
学
文
学
部
、
一
九
九
四
年
一
月
、
六
〜
九
頁
。

16
．「
北
方
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
火
打
金
―
ウ
ラ
ル
以
東
―
」（『
日
本
と
世
界
の
考
古
学
―
現
代
考
古
学
の
展
開
―
』
雄
山
閣
出
版
、

一
九
九
四
年
三
月
、
三
五
二
〜
三
六
九
頁
。

17
．「
北
方
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
民
族
移
動
」
安
田
喜
憲
・
川
西
宏
幸
編
『
文
明
と
環
境
Ⅰ
：
古
代
文
明
と
環
境
』
思
文
閣
出
版
、

一
九
九
四
年
八
月
、
二
一
六
〜
二
三
九
頁
。

18
．「
ク
ル
ガ
ン
語
源
考
」『
草
原
考
古
通
信
』
五
、一
九
九
五
年
三
月
、
一
〇
〜
一
六
頁
。

19
．「
フ
ン
族
あ
ら
わ
る
」
吉
野
正
敏
、
安
田
喜
憲
編
『
講
座  

文
明
と
環
境
６
：
歴
史
と
気
候
』
朝
倉
書
店
、
一
九
九
五
年

一
二
月
、
七
八
〜
九
二
頁
。
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20
．「
天
山
北
麓
の
仏
教
遺
跡
」『
ダ
ル
ヴ
ェ
ル
ジ
ン
テ
パ
Ｄ
Ｔ
２
５
：1989

―1993

発
掘
調
査
報
告
』
創
価
大
学
、

一
九
九
六
年
三
月
、
一
五
四
〜
一
七
八
頁
。

21
．「
鞍
と
鐙
」『
創
価
大
学
人
文
論
集
』
第
八
号
、
一
九
九
六
年
三
月
、
五
三
〜
九
七
頁
。

22
．「
草
原
遊
牧
文
明
は
成
立
す
る
か
？
」
伊
東
俊
太
郎
・
安
田
喜
憲
編
『
講
座  

文
明
と
環
境
２
：
地
球
と
文
明
の
画
期
』

朝
倉
書
店
、
一
九
九
六
年
四
月
、
一
六
〇
〜
一
七
一
頁
。

23
．「
遊
牧
民
族
ス
キ
タ
イ
の
侵
入
」
安
田
喜
憲
・
林
俊
雄
編
『
講
座  

文
明
と
環
境
５
：
文
明
の
危
機
―
民
族
移
動
の
世
紀
―
』

朝
倉
書
店
、
一
九
九
六
年
六
月
、
三
五
〜
四
八
頁
。

24
．「
モ
ン
ゴ
リ
ア
の
石
人
」『
国
立
民
族
学
博
物
館
研
究
報
告
』
二
一
巻
一
号
、
一
九
九
六
年
一
〇
月
、
一
七
七
〜
二
八
三
頁
。

25
．「
ホ
レ
ズ
ム
の
遺
跡
」『
沙
漠
研
究
』
六
巻
二
号
、
一
九
九
七
年
三
月
、
二
七
〜
三
六
頁
。

26
． “D

evelopm
ent of Saddle and Stirrup

” The Silk R
oads and Sports. R

ecord N
o.3 on the Silk R

oads – N
ara 

International Sym
posium

. 1997, pp.65-76.

27
．「
草
原
遊
牧
文
明
論
」『
岩
波
講
座  
世
界
歴
史
３
：
中
華
の
形
成
と
東
方
世
界
』
一
九
九
八
年
一
月
、
一
二
五
〜
一
四
九
頁
。

28
．「
ス
キ
タ
イ
時
代
に
お
け
る
グ
リ
フ
ィ
ン
図
像
の
伝
播
」『
創
価
大
学
人
文
論
集
』
一
〇
号
、
一
九
九
八
年
三
月
、
二
一
九

〜
二
四
九
頁
。

29
．「
東
ア
ジ
ア
の
グ
リ
フ
ィ
ン
」『
創
価
大
学
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
報
告
』
一
号
、
一
九
九
八
年
三
月
、
一
三

〜
二
四
頁
。

30
．「
草
原
遊
牧
民
の
美
術
」
田
辺
勝
美､

前
田
耕
作
編
『
世
界
美
術
大
全
集　

東
洋
編　

第
一
五
巻　

中
央
ア
ジ
ア
』
小
学
館
、

一
九
九
九
年
三
月
、
五
六
〜
七
二
、三
三
六
〜
三
五
一
頁
。

31
．「『
ひ
げ
付
き
』
ク
ル
ガ
ン
の
分
布
―
文
化
は
国
境
を
越
え
て
―
」『
国
立
民
族
学
博
物
館
研
究
報
告
別
冊
』
二
〇
号
、
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一
九
九
九
年
三
月
、
四
〇
九
〜
四
六
一
頁
。

32
．『
モ
ン
ゴ
ル
国
現
存
遺
蹟
・
碑
文
調
査
研
究
報
告
』（
共
著
）（
森
安
孝
夫
・
オ
チ
ル
責
任
編
集
）
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
学
研

究
会
、
一
九
九
九
年
三
月
、
一
二
一
、一
四
一
〜
一
四
二
、一
四
八
〜
一
五
七
、一
九
六
〜
二
〇
八
頁
。

33
．「
遊
牧
国
家
の
中
の
定
住
民
」『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
・
奈
良
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
記
録
集
』
四
、
な
ら
・
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
博
記

念
国
際
交
流
財
団
、
一
九
九
九
年
三
月
、
八
八
〜
九
五
頁
。

34
． “Sedentaries in the N

om
adic States

” The Silk R
oads of Sanzo-hoshi = X

uanzang: T
he C

lim
ate and H

is Foot-

Steps. R
ecord N

o.4 on the Silk R
oads – N

ara International Sym
posium

. 1999, pp.65-72.

35
．「
草
原
世
界
の
展
開
―
中
世
の
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
―
」
藤
川
繁
彦
編
『
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
考
古
学
』
同
成
社
、

一
九
九
九
年
六
月
、
二
六
三
〜
三
三
九
頁
。

36
．「
グ
リ
フ
ィ
ン
の
役
割
と
図
像
の
発
展
―
前
五
世
紀
ま
で
―
」『
西
嶋
定
生
博
士
追
悼
論
文
集
：
東
ア
ジ
ア
史
の
展
開
と
日

本
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
、
九
五
〜
一
一
〇
頁
。

37
．｢

草
原
世
界
の
展
開｣

『
新
版
世
界
各
国
史　

中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
史
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
、
一
五
〜

八
八
頁
。

38
．「
モ
ン
ゴ
ル
高
原
北
部
の
鹿
石
と
ヘ
レ
ク
ス
ル
」『
考
古
学
雑
誌
』
第
八
五
巻
第
三
号
、
二
〇
〇
〇
年
二
月
、
九
八
〜

一
〇
二
頁
。

39
． “E
ast-W

est E
xchanges as Seen through the D

issem
ination of the G

riffin M
otif

” Kontakte zw
ischen Iran, 

B
yzanz und der Steppe in 6.-7. Jh. (Varia A

rchaeologica H
ungarica IX

). E
d. B

y C
s. B

álint, 2000, pp.253-265.

40
． “Several Problem

s about the T
urkic Stone Statues

” ( Yearbook of T
urkic Studies, B

elleten 2000. A
nkara, 

T
urkish Language Institution, 2001, pp.221-240)
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41
．「
遊
牧
民
族
の
王
権
―
突
厥･

ウ
イ
グ
ル
を
例
に
―
」『
岩
波
講
座　

天
皇
と
王
権
を
考
え
る
３
：
生
産
と
流
通
』

二
〇
〇
二
年
一
〇
月
、
一
一
五
〜
一
三
九
頁
。

42
．「
ユ
ー
ラ
シ
ア
草
原
に
お
け
る
馬
の
埋
納
遺
跡
（
ス
キ
タ
イ
時
代
以
前
）」
小
長
谷
有
紀
編
『
北
ア
ジ
ア
に
お
け
る
人
と

動
物
の
あ
い
だ
』
東
方
書
店
、
二
〇
〇
二
年
一
二
月
、
一
〇
三
〜
一
五
七
頁
。

43
． “U

igur Policies tow
ard Tang C

hina

” M
em

oirs of the R
esearch D

epartm
ent of T

he Toyo B
unko. N

o.60, 2002, 
pp.87-116.

44
．「
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
遊
牧
民
の
古
墳
か
ら
見
た
王
権
の
成
立
と
発
展
」
角
田
文
衞
、
上
田
正
昭
監
『
古
代
王
権
の
誕
生

III

：
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
・
西
ア
ジ
ア
・
北
ア
フ
リ
カ
編
』
角
川
書
店
、
二
〇
〇
三
年
六
月
、
四
六
〜
六
九
頁
。

45
．"Sogdian Influences Seen on T

urkic Stone Statues: Focusing on the Fingers R
epresentations" M

atteo 

C
om

pareti et al., ed., W
ebfestschrift E

ran ud A
neran: Studies Presented to B

oris Ilich M
arshak on the O

ccasion 

of H
is 70

th B
irthday. E

lectronic Version, O
ctober, 2003. （N

o.50

と
同
じ
）

46
．「
草
原
遊
牧
文
明
の
環
境
考
古
学
」
安
田
喜
憲
編
『
環
境
考
古
学
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
朝
倉
書
店
、
二
〇
〇
四
年
二
月
、

六
三
六
〜
六
四
五
頁
。

47
． “The Role of Sedentary People in the N

om
adic States: From

 the Xiongnu E
m

pire to the U
igur Q

aghanate.

” 
U

rban and N
om

adic Societies in C
entral A

sia: H
istory and C

hallenges. P
roceedings of International 

C
onference. A

lm
aty: “D

aik-Press, 2004, pp.117-134.

48
．「
石
人
の
謎
」
松
原
正
毅
ほ
か
編
『
ユ
ー
ラ
シ
ア
草
原
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
―
―
遊
牧
研
究
の
最
前
線
―
―
』
平
凡
社
、

二
〇
〇
五
年
三
月
、
二
六
三
〜
二
八
九
頁
。

49

． “R
unic Inscription on a R

oof T
ile Found in M

ongolia.

” XIV. T
ürk T

arih K
ongresi. A

nkara: T
ürk T

arih 
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K

urum
u, 2005. III: 577-580, 4 figs.

50
．Sogdian Influences Seen on T

urkic Stone Statues: Focusing on the Fingers R
epresentations. M

atteo 

C
om

pareti et al., ed., E
ran ud A

neran: Studies Presented to B
oris Il’ič  M

aršak on the O
ccasion of H

is 70
th 

B
irthday. Venezia, Librairie E

ditrice C
afoscarina, 2006, pp.245-259.

（N
o.45

と
同
じ
）

51
．First State Form

ation and the C
onstruction of T

um
uli: E

specially Focusing on Scythian T
um

uli. D
iana 

G
ergova, ed., International C

onference: T
he G

etae – C
ulture and T

raditions 20 Years R
esearch of the 

Sveshtari T
om

b and the Sboryanovo R
eserve (H

elis V
). Sofia: Prof. M

arin D
rinov A

cadem
ic Publishing 

H
ouse, 2006, pp.324-332.

52
．T

he O
rigin of N

om
adic Pow

ers in the E
urasian Steppes. A

cadem
ia T

urfanica, ed. E
ssays on the T

hird 

International C
onference on T

urfan Studies: T
he O

rigins and M
igrations of E

urasian N
om

adic Peoples. 

上
海

古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
五
月
、
三
四
六
〜
三
五
二
頁
。

53
．「
草
原
の
考
古
学
」
菊
地
俊
彦
編
『
北
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
と
文
化
』
北
海
道
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
一
二
月
、

一
〇
五
〜
一
二
〇
頁
。

54
．M

ongolia, C
entral A

sia and N
orthern C

hina in the 6
th-8

th C
enturies. From

 Ö
tüken to Istanbul, 1290 Years of 

T
urkish (720-2010). Istanbul, 2011, pp.363-370.

55
．「
フ
ン
型
鍑
」
草
原
考
古
研
究
会
編
『
鍑
の
研
究
―
ユ
ー
ラ
シ
ア
草
原
の
祭
器
・
什
器
―
』
雄
山
閣
、
二
〇
一
一
年
一
〇
月
、

三
四
一
〜
三
八
二
頁
。

56
．O

n the O
rigin of T

urkic Stone Statues. International Journal of E
urasian Studies, N

. S. 1 (11), B
eijing, 2011, 

pp.15-25, 181-198. 
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57
．「
ケ
ル
ブ
（
ケ
ル
ビ
ム
）
＝
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
説
に
つ
い
て
」『
第
18
回
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
〜
イ
ス
ラ
ー
ム
考
古
学
研
究
』

二
〇
一
一
年
一
二
月
、
七
八
〜
九
〇
頁
。

58
．「
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
お
け
る
人
間
集
団
の
移
動
と
文
化
の
伝
播
」
窪
田
順
平
監
修
、
奈
良
間
千
之
編
『
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
環

境
史
１
：
環
境
変
動
と
人
間
』
臨
川
書
店
、
二
〇
一
二
年
三
月
、
一
六
四
〜
二
〇
八
頁
。

59
．「
六
〜
八
世
紀
の
モ
ン
ゴ
リ
ア
、
中
央
ア
ジ
ア
、
北
中
国
―
突
厥
王
侯
の
墓
廟
か
ら
見
た
文
化
複
合
―
」『
史
境
』
六
四
号
、

二
〇
一
二
年
三
月
、
一
〜
一
八
頁
。

60
．T

ransition of the Stone Statues am
ong the T

urks from
 E

arly to M
odern T

im
es. In: Srednevekovaya 

gorodskaya kul'tura i kochevaya tsivilizatsiya basseina R
eki U

ral. U
ral ,sk: Zapadno-K

azakhstanskii oblastnoi 

tsentr istorii i arkheologii, 2012 (Sept.), pp.341-369.

61
．The B

irth and the M
aturity of N

om
adic Pow

ers in the E
urasian Steppes: G

row
ing and D

ow
nsizing of E

lite 

T
um

uli. A
ncient C

ivilizations from
 Scythia to Siberia 19 (2013 June): 105-141.

62
．「
遊
牧
国
家
に
お
け
る
集
落
と
都
市
―
匈
奴
か
ら
柔
然
ま
で
―
」
佐
川
英
治
編
『
大
青
山
一
帯
の
北
魏
城
址
の
研
究
』（
科

研
報
告
）、
二
〇
一
三
年
六
月
、
一
六
一
〜
二
〇
七
頁
。

63
．C

entral E
urasia as a H

istory W
orld: Focusing on its Steppe Zone from

 the A
rchaeological V

iew
point. 

International Sym
posium

 on H
istory and C

ulture of Inner E
urasian, Xilinhot. 2013 (Sept.), pp.21-36.

64
．T
he A

ltai and Silla from
 the V

iew
point of A

rchaeological F
indings. P

roceedings of the 11
th Seoul 

International A
ltaistic C

onference. Seoul, The A
ltaic Society of K

orea &
 Institute of A

ltaic Studies, SN
U

, 

2013 (D
ec.), pp. 415-432.

65
．「
ヤ
ー
ル
ホ
ト
（
交
河
故
城
）
溝
西
墓
地
発
見
の
匈
奴
・
サ
ル
マ
タ
イ
様
式
装
飾
品
」
高
濱
秀
先
生
退
職
記
念
論
文
集
編
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集
委
員
会
編
『
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
考
古
学
』
六
一
書
房
、
二
〇
一
四
年
二
月
、
一
五
五
〜
一
六
九
頁
。

66
．「
二
〇
一
三
年
西
安
発
見
迴
鶻
王
子
墓
誌
」『
創
価
大
学
人
文
論
集
』
二
六
号
、
二
〇
一
四
年
三
月
、
一
〜
一
一
頁
。

67
．G

riffin M
otif: From

 the W
est to E

ast A
sia via the A

ltai. Parthica 14 (E
ssays in M

em
ory of B

oris A
natol’evich 

Litvinsky): 2012 (2013), pp.49-64.

68
．Tűzcsiholó szerszám

ok K
elet-és N

yugat-E
urázsiában. Kő rő si C

som
a Sándor m

i a M
agyar?, K

ovászna, 2014, 
pp.250-261.

69
．「
公
元
前
二
世
紀
至
公
元
二
世
紀
之
間
的
格
里
芬
和
竜
」
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
・
新
疆
文
物
考
古
研
究
所
編
『
漢

代
西
域
考
古
与
漢
文
化
』
北
京
：
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
八
月
、
四
九
三
〜
五
〇
四
頁
。

70
．「
中
央
ア
ジ
ア
の
王
墓
」
ア
ジ
ア
考
古
学
四
学
会
編
『
ア
ジ
ア
の
考
古
学
２
：
ア
ジ
ア
の
王
墓
』
高
志
書
院
、
二
〇
一
四

年
一
一
月
、
一
一
九
〜
一
三
九
頁
。

71
．「
西
ア
ジ
ア
の
石
像
―
―
新
石
器
時
代
―
―
」『
西
南
ア
ジ
ア
研
究
』
八
一
、二
〇
一
四
年
九
月
、
二
四
〜
四
一
頁
。

72
．「
キ
プ
チ
ャ
ク
の
石
人
と
イ
ス
ラ
ー
ム
化
後
の
墓
石
か
ら
見
た
テ
ュ
ル
ク
系
諸
族
の
人
間
表
現
」『
第
二
一
回
ヘ
レ
ニ
ズ
ム

〜
イ
ス
ラ
ー
ム
考
古
学
研
究
』
二
〇
一
四
年
一
二
月
、
一
二
〇
〜
一
三
八
頁
。

73
．Xiongnu (H

un) – Sarm
atian Style O

rnam
ents Found near T

urfan. 1st International C
ongress of E

urasian 

T
urkish A

rts. O
ct. 2014, pp.45-52.

74
．A

griculture and Fortification of the Xianbei and the Rouran. In m
em

orium
 Yuri Zuev. K

ul'turno-istoricheskie 

protsessy v T
sentral'noi A

zii (drevnost' i srednevekov'e). A
lm

aty, 2012, pp.158-167.

75
．H

as the O
rhon Valley been a C

enter of N
om

adic Pow
ers?: From

 the V
iew

 Point of A
rchaeological Sites. 

VIII. International T
urcology C

ongress (30 Septem
ber – 04 O

ctober 2013 – Istanbul). Istanbul, 2014, pp.491-
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509.

76
．Illig Q

aγ
an or Illik Q

aγ
an? A

 Sm
all Inscription on a Roof T

ile. I. N
evskaya &

 M
. E

rdal, eds. Interpreting the 

T
urkic R

uniform
 Sources and the Position of the A

ltai C
orpus. B

erlin: K
laus Schw

arz Verlag, 2015, pp.46-54.
77
．H

uns w
ere Xiongnu or not? From

 the V
iew

point of A
rchaeological M

aterial. İlhan Şahin et al. ed. A
ltay 

C
om

m
unities: M

igrations and E
m

ergence of N
ations. Istanbul, 2014, pp.13-26.

78
．C

entral E
urasia as a H

istory W
orld: Focusing on its Steppe Zone from

 the A
rchaeological V

iew
point. 

特
力
更
、

李
錦
繡
、
編
『
内
陸
欧
亜
歴
史
文
化
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集
』
内
蒙
古
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
八
月
、
一
〜

一
六
頁
。

79
．「
西
ア
ジ
ア
に
お
け
る
鞍
と
鐙
の
使
用
に
つ
い
て
（
上
）」『
第
二
二
回
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
〜
イ
ス
ラ
ー
ム
考
古
学
研
究
』

二
〇
一
五
年
一
二
月
、
七
九
〜
九
二
頁
。

80
．The Im

portance of the Steppe Silk Road: A
rchaeological Findings of the A

ltai. T
he E

astern Silk R
oads Story: 

2015 C
onference Proceedings. U

N
E

SC
O

: Paris &
 B

angkok, 2016, pp.63-72.

81
．Fire-steels in E

astern and W
estern E

urasia. International Journal of E
urasian Studies, N

. S. 4, B
eijing, 2016, 

pp.1-14. 

82
．C

hange from
 T

urkic Stone Statues to M
ongolian Stone Statues. B

elleten (Yearbook of T
urkic Studies) 60-1, 

2012, pp.15-38.

83
．E

pitaph of an U
ighur Prince Found in Xi ,an. B

elleten (Yearbook of T
urkic Studies) 61-2, 2013, pp.209-214.

84
．K

ypchak Stone Statues: From
 K

azakhstan through South Russia to M
ongolia. A

ltai am
ong the E

urasian 

A
ntiquities. N

ovosibirsk: Institute of A
rchaeology and E

thnography, Siberian B
ranch of the R

ussian 
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A

cadem
y of Sciences, 2016, pp.479-486.

85
．「
ユ
ー
ラ
シ
ア
草
原
に
お
け
る
遊
牧
国
家
の
形
成
と
展
開
」
大
沼
克
彦
・
久
米
正
吾
編
『
キ
ル
ギ
ス
と
そ
の
周
辺
に
お
け

る
遊
牧
社
会
の
形
成
』（
科
研
論
文
集
）
二
〇
一
七
年
一
月
、
九
五
〜
一
〇
五
頁
。

86
．「
ク
ラ
ス
ナ
ヤ
・
レ
チ
カ K

rasnaya Rechka 

遺
跡
の
仏
教
遺
跡
」
帝
京
大
学
文
化
財
研
究
所
編
『
二
〇
一
六
年
度
中
央

ア
ジ
ア
遺
跡
調
査
報
告
会
資
料
集
』
二
〇
一
七
年
一
月
、
三
九
〜
五
三
頁
。

87
．「
欧
亜
草
原
游
牧
政
権
的
出
現
与
成
熟
」
余
太
山
、
李
錦
繍
編
『
欧
亜
訳
叢
』
第
二
輯
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
、
二
五
〜

五
九
頁
。

88
．Fire-steels in M

ediaeval E
astern E

urasia. III International C
ongress of M

edieval A
rchaeology of the E

urasian 

Steppes. V
ladivostok: D

alnauka, 2017, pp.281-289.

89
．「
モ
ン
ゴ
ル
中
北
部
の
鹿
石
」『
考
古
学
研
究
』
六
四
巻
二
号
、
二
〇
一
七
年
九
月
、
一
一
二
〜
一
一
四
頁
。

90
．The Xiongnu Fortresses, Judging from

 W
ritten Sources. 『

第
八
屆
〝
蒙
古
、
貝
加
爾
西
伯
利
亜
与
中
国
北
方
古
代

文
化
〞
国
際
学
術
研
討
会
』
長
春
：
吉
林
大
学
辺
疆
考
古
研
究
中
心
、
二
〇
一
七
年
九
月
、
二
四
〇
〜
二
四
五
頁
。

91
．「
中
央
ア
ジ
ア
に
お
け
る
農
耕
の
起
源
と
展
開
」
ア
ジ
ア
考
古
学
四
学
会
編
『
ア
ジ
ア
の
考
古
学
４
：
農
耕
の
起
源
と
拡

散
』
高
志
書
院
、
二
〇
一
七
年
一
〇
月
、
二
七
三
〜
二
八
五
頁
。

92
．「
遊
牧
国
家
匈
奴
の
王
侯
墓
」C

om
parative A

rchaeology of A
ncestral R

ites at R
oyal A

ncestral Shrines and 

Tom
bs inE

ast A
sia. G

yoeongju: C
ultural H

eritage A
dm

inistration, pp.53-70.

93
．O

n the D
ating of the So-called P

olychrom
e O

rnam
ents Incrusted w

ith R
ed Stones: C

oncerning the 

C
ontroversy betw

een I. P. Zasetskaya and A
. K

. A
m

broz. A
ctual Problem

s of A
rchaeology and E

thnology of 

C
entral A

sia. U
lan-U

de: The B
uryat Scientific C

enter SB
 RA

, 2017, pp.139-143.
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94
．「
車
の
起
源
と
発
展
」
鶴
間
和
幸
・
村
松
弘
一
編
『
馬
が
語
る
古
代
東
ア
ジ
ア
世
界
史
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
八
年
二
月
、

三
〜
三
八
頁
。

95
．E

urasian Steppe Silk R
oad: Past and Future. T

he 4th A
nnual International C

onference of International 

A
ssociation for Silk Road Studies (IA

SS): A
 Study on the C

oncept of Silk Road. G
yeongju, 2018, pp.76-83.

96
．「
ユ
ー
ラ
シ
ア
草
原
文
化
と
樹
木
」
山
口
博
監
修
・
正
道
寺
康
子
編
『
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
な
か
の
宇
宙
樹
・
生
命
の
樹
の
文

化
史
（
ア
ジ
ア
遊
学228

）』
勉
誠
社
、
二
〇
一
八
年
一
二
月
、
四
七
〜
六
一
頁
。

調
査
報
告

１
．「
新
疆
ア
ル
タ
イ
地
区
の
遺
跡
（
一
）」（『
草
原
考
古
通
信
』
一
、一
九
九
三
年
二
月
、
二
〜
七
頁
。

２
．「
新
疆
ア
ル
タ
イ
地
区
の
遺
跡
（
二
）」（『
草
原
考
古
通
信
』
二
、一
九
九
三
年
七
月
、
二
〜
五
頁
。

３
．「
ダ
ル
ヴ
ェ
ル
ジ
ン=

テ
ペ
の
調
査
」『
ラ
ー
フ
ィ
ダ
ー
ン
』
第
XV
巻
、
一
九
九
四
年
三
月
、
一
〇
〇
〜
一
〇
三
頁
。

４
．「
一
九
九
五
年
西
モ
ン
ゴ
ル
調
査
行
（
１
）」（『
草
原
考
古
通
信
』
七
、一
九
九
六
年
四
月
、
二
〜
十
九
頁
。

５
．「
一
九
九
五
年
西
モ
ン
ゴ
ル
調
査
行
（
２
）」（『
草
原
考
古
通
信
』
八
、一
九
九
七
年
四
月
、
一
一
〜
二
七
頁
。

６
．「
遺
跡
の
宝
庫
、
モ
ン
ゴ
ル
」
小
長
谷
有
紀
編
『
ア
ジ
ア
読
本  

モ
ン
ゴ
ル
』
河
出
書
房
新
社
、
一
九
九
七
年
一
二
月
、

一
〇
六
〜
一
一
五
頁
。

７
．「
遺
跡
か
ら
み
た
遊
牧
民
」
小
長
谷
有
紀
、
楊
海
英
編
著
『
草
原
の
遊
牧
文
明
―
大
モ
ン
ゴ
ル
展
に
よ
せ
て
』
千
里
文
化

財
団
、
一
九
九
八
年
七
月
、
一
一
三
〜
一
一
五
頁
。

８
．「
天
山
山
中
の
新
発
見
」『
し
に
か
』
第
九
巻
第
七
号
、
一
九
九
八
年
七
月
、
三
〇
〜
三
五
頁
。

９
．「
セ
レ
ン
ゲ
の
流
れ
に
そ
っ
て
―
そ
の
遺
跡
と
環
境
―
」『
エ
コ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
』
第
二
号
、
一
九
九
九
年
四
月
、
三
〇
〜
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三
七
頁
。

10
．「
一
九
九
五
年
西
モ
ン
ゴ
ル
調
査
行
（
３
）」『
草
原
考
古
通
信
』
一
〇
、一
九
九
九
年
七
月
、
一
〇
〜
二
二
頁
。

11
．「
一
九
九
九
年
度
モ
ン
ゴ
ル
調
査
報
告
―
オ
ラ
ー
ン=

オ
ー
シ
グ
山
周
辺
の
遺
跡
調
査
を
中
心
に
―
」『
草
原
考
古
通
信
』

一
一
、二
〇
〇
〇
年
五
月
、
一
〜
二
八
頁
。

12
．「
一
九
九
五
年
西
モ
ン
ゴ
ル
調
査
行
（
４
）」『
草
原
考
古
通
信
』
一
二
、二
〇
〇
一
年
一
月
、htm

l

版
。

13
．「
二
〇
〇
九
年
、
ロ
シ
ア
領
ア
ル
タ
イ
、
発
掘
調
査
事
情
報
告
」『
オ
ア
シ
ス
地
域
研
究
会
報
』
第
八
巻
第
一
号
、

二
〇
一
〇
年
三
月
、
一
一
九
〜
一
二
四
頁
。

14
．「
二
〇
〇
九
年
ア
ル
タ
イ
調
査
―
匈
奴
・
フ
ン
同
族
説
は
成
立
す
る
か
―
」『
第
一
七
回
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
〜
イ
ス
ラ
ー
ム
考
古

学
研
究
』（
金
沢
大
学
）
二
〇
一
〇
年
一
二
月
、
三
一
〜
三
二
頁
。

書
評
・
研
究
動
向

１
．「
ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
編
『
シ
ベ
リ
ア
史
』
第
一
巻
」『
史
学
雑
誌
』
第
八
〇
編
第
一
二
号
、
一
九
七
一
年
一
二
月
、

六
七
〜
七
二
頁
。

２
．「
北
ア
ジ
ア
：
回
顧
と
展
望
」『
史
学
雑
誌
』
第
八
五
編
第
五
号
、
一
九
七
六
年
五
月
、
二
四
〇
〜
二
四
五
号
。

３
．「
ベ
ー
＝
イ
ェ
＝
ク
メ
コ
フ
著
『
ア
ラ
ビ
ア
語
史
料
に
よ
る
九
〜
一
一
世
紀
の
キ
ー
マ
ー
ク
国
家
』」『
東
洋
学
報
』
第

五
八
巻
第
一
・
二
号
、
一
九
七
六
年
一
二
月
、
二
〇
九
〜
二
一
四
頁
。

４
．「
エ
ム=

シ
ネ
フ
ー
著
『
新
発
見
の
タ
リ
ア
ト
・
オ
ル
ホ
ン
文
字
碑
文
』」『
東
洋
学
報
』
第
五
八
巻
第
三
・
四
号
、

一
九
七
七
年
三
月
、
一
三
九
〜
一
四
二
頁
。

５
．「『
中
世
の
シ
ベ
リ
ア
・
内
陸
ア
ジ
ア
・
東
ア
ジ
ア
』」『
東
洋
学
報
』
第
六
〇
巻
第
一
・
二
号
、
一
九
七
八
年
一
一
月
、
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一
九
五
〜
一
九
九
頁
。

６
．「
中
央
ア
ジ
ア
：
回
顧
と
展
望
」『
史
学
雑
誌
』
第
九
一
巻
第
五
号
、
一
九
八
二
年
八
月
、
二
五
〇
〜
二
五
四
頁
。

７
．「
ハ
ザ
ー
ル
可
汗
国
史
の
研
究
動
向
」『
古
代
文
化
』
第
三
九
巻
第
八
号
、
一
九
八
七
年
八
月
、
四
〇
〜
四
三
頁
。

８
．「
ト
ラ
キ
ア
『
ロ
ゴ
ゼ
ン
遺
宝
』
の
発
見
」『
古
代
文
化
』
第
四
〇
巻
第
八
号
、
一
九
八
八
年
八
月
、
三
三
〜
三
六
頁
。

９
．「
山
田
信
夫
著
『
北
ア
ジ
ア
遊
牧
民
族
史
研
究
』」『
東
洋
史
研
究
』
第
四
八
巻
第
三
号
、
一
九
八
九
年
一
二
月
、
一
六
一

〜
一
六
八
頁
。

10
．「
モ
ン
ゴ
ル
草
原
に
お
け
る
古
代
テ
ュ
ル
ク
の
遺
跡
」『
東
方
学
』
第
八
一
輯
、
一
九
九
一
年
一
月
、
一
六
六
〜
一
七
九
頁
。

11
．「
小
長
谷
有
紀
著
『
モ
ン
ゴ
ル
草
原
の
生
活
世
界
』」『
民
博
通
信
』
七
五
号
、
一
九
九
七
年
一
月
、
六
二
〜
六
四
頁
。

12
．「
沢
田
勲
著
『
匈
奴
―
古
代
遊
牧
国
家
の
興
亡
』」『
東
方
』
一
九
五
号
、
一
九
九
七
年
年
六
月
、
二
〇
〜
二
三
頁
。

13
．「
ド
イ
ツ
考
古
学
研
究
所
の
最
近
の
活
動
」『
草
原
考
古
通
信
』
第
一
〇
号
、
一
九
九
九
年
七
月
、
二
〜
四
頁
。

14
．「
ス
キ
タ
イ
に
関
す
る
様
々
な
問
題
―
―
ス
キ
タ
イ
研
究
の
現
状
―
―
」『
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
名
品
展
―
―
生
き
る

喜
び
―
―
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
二
〇
〇
一
年
七
月
、
一
一
〜
一
五
頁
。

15
．「
ま
ず
は
資
料
の
獲
得
を
―
―
ユ
ー
ラ
シ
ア
考
古
学
の
立
場
か
ら
―
―
」『
明
日
の
東
洋
学
』
第
六
号
、
二
〇
〇
一
年
一
一

月
、
三
〜
四
頁
。（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
編
、『
ア
ジ
ア
学
の
明
日
に
む
け
て
』
白
峰
社
、
二
〇
〇
八
、二
二
八
〜

二
三
三
頁
に
補
記
と
と
も
に
再
録
）。

16
．In M

em
ory of the Late Professor E

gam
i N

am
io M

em
oirs of the R

esearch D
epartm

ent of T
he Toyo B

unko. 

N
o.60, 2002, pp.123-129.

17
．「
江
上
波
夫
先
生
と
内
陸
ア
ジ
ア
研
究
」『
内
陸
ア
ジ
ア
史
研
究
』
第
一
八
号
、
二
〇
〇
三
年
三
月 

、
七
五
〜
七
八
頁
。

18
．「
遊
牧
社
会
論
」『
歴
史
と
地
理
』
五
九
六
号
、
二
〇
〇
六
年
八
月
、
三
〇
〜
三
三
頁
。
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19
．「
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
お
け
る
考
古
学
研
究
―
―
近
二
〇
年
の
中
央
ア
ジ
ア
・
シ
ベ
リ
ア
・
モ
ン
ゴ
ル
―
―
」『
内
陸
ア
ジ

ア
史
研
究
』
第
二
六
号
、
二
〇
一
一
年
三
月
、
五
二
〜
五
七
頁
。

20
．T

rends in C
entral E

urasian A
rchaeology since the Late 1980s. A

sian R
esearch T

rends, N
ew

 Series 6 (2011), 
Tokyo: The Toyo B

unko, pp.1-22.

21
．「
騎
馬
遊
牧
民
の
誕
生
と
発
展
―
ス
キ
タ
イ
時
代
か
ら
突
厥
・
ウ
イ
グ
ル
ま
で
―
」
小
松
久
男
・
荒
川
正
晴
・
岡
洋
樹
編
『
中

央
ユ
ー
ラ
シ
ア
史
研
究
入
門
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
四
月
、
一
七
〜
三
二
頁
。

22
．「
日
本
の
草
原
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
研
究
の
回
顧
―
―
現
地
調
査
を
中
心
に
―
―
」T

rends and Prospects of the Silk Road 

Studies in E
ast A

sia. Seoul: K
orea Institute of C

ivilizational E
xchanges, 2018, D

ec., pp.89-99.

翻
　
訳

１
．A

.D
.

グ
ラ
ー
チ
著
「
内
陸
ア
ジ
ア
最
古
の
チ
ュ
ル
ク
族
の
火
葬
墓
」（
共
訳
）『
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
四
九
号
、

一
九
七
〇
年
、
一
一
〜
一
五
頁
。

２
．A

.M
.

ベ
レ
ニ
ツ
キ
ー
、E

.E
.

ク
ジ
ミ
ナ
著
「
中
央
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ウ
マ
信
仰
」（『
ユ
ー
ラ
シ
ア
』
新
一
号
、

一
九
八
三
年
一
一
月
、
七
九
〜
一
〇
五
頁
。

３
．S.I.

ヴ
ァ
イ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
、M.V.

ク
リ
ュ
コ
フ
著
「『
李
陵
の
宮
殿
』、
あ
る
い
は
一
つ
の
伝
説
の
終
り
」『
ユ
ー
ラ
シ
ア
』

新
二
号
、
一
九
八
五
年
一
月
、
二
〜
二
二
頁
。

４
．M

.V.

フ
ェ
フ
ネ
ル
著
「
中
世
ロ
シ
ア
の
絹
織
物
」『
ユ
ー
ラ
シ
ア
』
新
二
号
、
一
九
八
五
年
一
月
、
一
〇
九
〜
一
二
七
頁
。

５
．A

.P.

ヂ
ェ
レ
ヴ
ャ
ン
コ
著
「
日
本
石
器
時
代
の
旅
」『
ユ
ー
ラ
シ
ア
』
新
二
号
、
一
九
八
五
年
一
月
、
一
二
八
〜
一
三
一
頁
。

６
．
ヴ
ェ
ロ
ニ
ッ
ク
＝
シ
ル
ツ
著
「
ス
キ
タ
イ
と
ユ
ー
ラ
シ
ア
草
原
」
田
辺
勝
美
監
訳
『
世
界
考
古
学
大
図
典
』
同
朋
舎
、
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一
九
八
七
年
二
月
、
二
一
〇
〜
二
二
五
頁
。

７
．『
中
世
初
期
ユ
ー
ラ
シ
ア
草
原
に
お
け
る
馬
具
の
発
達
』（
編
訳
）（
馬
の
博
物
館
叢
書
）
根
岸
競
馬
記
念
公
苑
、
一
九
八
八

年
一
二
月
。

８
．『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館　

第
四
巻
：
ス
キ
タ
イ
と
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
文
化
』（
共
訳
）
日
本
放
送
出
版
協
会
、

一
九
八
九
年
五
月
。

９
．B

.A
.

リ
ト
ビ
ン
ス
キ
ー
著
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
占
め
る
中
央
ア
ジ
ア
の
役
割
」『
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
求
め
て
』
三
菱

広
報
委
員
会
、
一
九
八
九
年
一
一
月
、
二
四
二
〜
二
五
九
頁
。

10
．『
南
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
遺
宝
』（
共
訳
）
創
価
大
学
出
版
会
、
一
九
九
一
年
一
月
。

11
．
ク
リ
ス
＝
カ
ー
編
『
世
界
考
古
学
地
図
』（
共
訳
）
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
一
年
一
〇
月
。

12
．『
ス
キ
タ
イ
黄
金
美
術
展
』（
共
編
訳
）
日
本
放
送
協
会
、
一
九
九
二
年
七
月
。

13
．
タ
バ
ル
デ
ィ
エ
フ
著
「
ア
ク
＝
ベ
シ
ム
出
土
釈
迦
如
来
坐
像
」『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
研
究
』
第
二
号
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
、

九
一
〜
九
五
頁
。

14
．ZH

A
N

G
 Yuzhong

（
張
玉
忠
）: D

iscoveries and Investigations of the B
arrow

s in the Ili B
asin. B

ulletin of the 

A
ncient O

rient M
useum

 XXI (2000): 37-64 (translated from
 C

hinese into E
nglish).

15
．
タ
バ
ル
デ
ィ
エ
フ
、
ソ
ル
ト
バ
エ
フ
著
「
天
山
山
中
の
ル
ー
ニ
ッ
ク
碑
文
を
伴
う
岩
画
」『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
研
究
』
第
三
号
、

二
〇
〇
二
年
三
月
、
四
一
〜
四
九
頁
。

16
．
ク
リ
ャ
シ
ュ
ト
ル
ヌ
ィ
著
「
中
央
天
山
で
発
見
さ
れ
た
古
テ
ュ
ル
ク
・
ル
ー
ニ
ッ
ク
碑
文
」『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
研
究
』
第

三
号
、
二
〇
〇
二
年
三
月
、
五
一
〜
五
六
頁
。

17
．『
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
至
宝
展
―
―
ス
キ
タ
イ
黄
金
美
術
の
煌
め
き
―
―
』
ブ
レ
ー
ン
ト
ラ
ス
ト
、
二
〇
一
一
年
九
月
（
翻
訳
・
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監
修
）。

そ
の
他

1
．「
ユ
ー
ラ
シ
ア
草
原
の
古
代
騎
馬
民
族
」『
不
思
議
古
代
大
百
科
』（
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ゾ
ー
ン
別
冊
）K

K

フ
ォ
ト
プ
レ
ス
、

一
九
八
五
年
五
月
、
三
三
〜
四
七
頁
。

２
．「
突
厥
の
石
人
」『
モ
ン
ゴ
リ
カ
』
第
一
巻
第
三
号
、
一
九
八
五
年
一
二
月
、
二
四
〜
二
六
頁
。

３
．「
ト
ル
コ
東
南
部
辺
境
地
帯
を
旅
し
て
」『
青
淵
』
四
六
〇
号
、
一
九
八
七
年
七
月
、
三
〇
〜
三
三
頁
。

４
．「
ト
ル
コ
の
博
物
館
・
遺
跡
を
訪
ね
て
」『
西
ア
ジ
ア
考
古
学
通
信
誌
』
三
号
、
一
九
八
七
年
一
〇
月
、
一
〇
〜
一
七
頁
。

５
．「
西
ア
ジ
ア
の
考
古
学
関
係
本
屋
。
ア
ン
カ
ラ
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
」『
西
ア
ジ
ア
考
古
学
通
信
誌
』
三
号
、
一
九
八
七
年

一
〇
月
、
二
四
〜
二
八
頁
。

６
．「
聖
獣
博
物
誌
８　

グ
リ
フ
ィ
ン
」
江
上
波
夫
監
『
夢
万
年
―
―
聖
獣
伝
説
』
講
談
社
、
一
九
八
八
年
四
月
、
一
四
八
〜

一
五
一
頁
。

７
．「
大
草
原
の
石
人
―
遊
牧
民
の
死
生
観
―
」『
週
刊
朝
日
百
科
・
世
界
の
歴
史
一
九
：
遊
牧
騎
馬
の
民
』
一
九
八
九
年
4
月
、

一
二
〇
〜
一
二
四
頁
。

８
．「
遊
牧
国
家
の
中
の
定
住
民
―
匈
奴
か
ら
ウ
イ
グ
ル
ま
で
―
」『
週
刊
朝
日
百
科
・
世
界
の
歴
史
二
七
：
民
族
と
移
動
』

一
九
八
九
年
五
月
、
一
七
二
〜
一
七
五
頁
。

９
．「
草
原
に
立
つ
石
人
」『
オ
リ
エ
ン
テ
』
第
一
号
、
一
九
九
〇
年
五
月
、
一
〇
〜
一
五
頁
。

10
．『
騎
馬
民
族
の
謎
』（
共
著
）
学
生
社
、
一
九
九
二
年
一
二
月
、
一
三
六
〜
一
八
五
頁
。

11
．「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
翔
け
る
グ
リ
フ
ィ
ン
」『
清
泉
文
苑
』
第
一
二
号
、
一
九
九
五
年
三
月
、
三
五
〜
三
七
頁
。
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12
．「
草
原
の
道
」（
第
九
回
「
大
学
と
科
学
」
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
組
織
委
員
会
編
『
ア
ジ
ア
の
古
代
文
明
を
探
る
―
歴
史
と

水
の
流
れ
―
』
ク
バ
プ
ロ
、
一
九
九
五
年
九
月
、
七
四
〜
八
五
頁
。

13
．「
ヤ
ー
ル
ホ
ト
の
『
王
冠
』」『
季
刊
文
化
遺
産
』
四
号
，
一
九
九
七
年
一
〇
月
，
三
八
〜
四
〇
頁
。

14
．「
古
代
騎
馬
遊
牧
民
の
活
動
」
若
松
寛
編
『
ア
ジ
ア
の
歴
史
と
文
化
７　

北
ア
ジ
ア
史
』
同
朋
舎
、
一
九
九
九
年
四
月
、

一
四
〜
三
一
頁
。

15
．「
騎
馬
遊
牧
民
と
黄
金
―
―
黄
金
発
見
と
盗
掘
の
歴
史
―
―
」『
季
刊
文
化
遺
産
』
一
二
号
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
、
八
〜

一
一
頁
。

16
．「
オ
ク
サ
ス
遺
宝
―
―
ペ
ル
シ
ア
と
草
原
の
接
点
―
―
」『
季
刊
文
化
遺
産
』
一
二
号
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
、
二
六
〜

二
七
頁
。

17
．「
フ
ン
の
黄
金
文
化
」『
季
刊
文
化
遺
産
』
一
二
号
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
、
五
〇
〜
五
三
頁
。

18
．「
中
世
遊
牧
民
の
黄
金
文
化
―
―
テ
ュ
ル
ク
系
遊
牧
民
の
拡
大
―
―
」『
季
刊
文
化
遺
産
』
一
二
号
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
、

五
六
〜
六
〇
頁
。

19
．「
モ
ン
ゴ
ル
高
原
に
遊
牧
民
が
残
し
た
遺
跡
」『
ユ
ー
ラ
シ
ア
を
駆
け
る
―
―
遊
牧
世
界
と
オ
ロ
ン
ス
ム
遺
跡
―
―
』
横
浜

ユ
ー
ラ
シ
ア
文
化
館
、
二
〇
〇
五
年
三
月
、
一
〇
〜
四
〇
頁
。

20
．「
草
原
の
小
さ
な
英
雄
『
石
人
』」『
新
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
旅
２
：
敦
煌
・
ホ
ー
タ
ン
・
ク
チ
ャ
・
イ
ー
ニ
ン
』
講
談
社
、

二
〇
〇
五
年
六
月
、
三
八
〜
四
七
頁
。

21
．「
唐
の
時
代
の
キ
ル
ギ
ス
」、「
玄
奘
三
蔵
」、「
匈
奴
」『
週
刊
朝
日
百
科
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
紀
行
』
一
二
、
朝
日
新
聞
東
京
本

社
、
二
〇
〇
五
年
六
月
、
一
二
〜
一
五
、一
八
〜
一
九
、二
二
頁
。

22
．「
突
厥
の
歴
史
と
文
化
」『
国
士
舘
東
洋
史
學
』
一
、二
〇
〇
六
年
六
月
、
一
七
五
〜
一
八
〇
頁
。



24

23
．「『
ス
キ
タ
イ
と
匈
奴
』
に
つ
い
て
」『
ト
ン
ボ
の
眼
』
九
、二
〇
〇
七
年
七
月
、
九
〜
一
〇
頁
。

24
．「
騎
馬
遊
牧
民
ス
キ
タ
イ
と
東
西
文
化
交
流
―
―
グ
リ
フ
ィ
ン
図
像
の
伝
播
と
変
容
に
焦
点
を
当
て
て
―
―
」『
オ
リ
エ
ン

テ
』
第
三
六
号
、
二
〇
〇
八
年
二
月
、
一
三
〜
二
〇
頁
。

25
．「
ユ
ー
ラ
シ
ア
草
原
の
遊
牧
文
明
と
そ
の
歴
史
的
役
割
」『
世
界
平
和
研
究
』
通
巻
一
七
七
号
、
二
〇
〇
八
年
五
月
、
一
五

〜
二
六
頁
。

26
．"K

arabalgasun, i. The site." E
ncyclopaedia Iranica, vol. XV, Fasc. 5, 2010, pp.529-530.

27
．「
ス
キ
タ
イ
王
侯
の
葬
儀
―
―
ト
ウ
ス
タ=

モ
ヒ
ー
ラ
古
墳
を
例
に
し
て
―
―
」『
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
至
宝
展
―
―
ス
キ
タ
イ

黄
金
美
術
の
煌
め
き
―
―
』
ブ
レ
ー
ン
ト
ラ
ス
ト
、
二
〇
一
一
年
九
月
、
一
〇
〜
一
三
頁
。

28
．「
遊
牧
民
の
遺
跡
―
古
墳
、
黄
金
人
間
、
岩
画
、
石
人
―
」
宇
山
智
彦
・
藤
本
透
子
編
『
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
を
知
る
た
め
の

60
章
』
明
石
書
店
、
二
〇
一
五
年
三
月
、
七
八
〜
八
二
頁
。

29
．「
ビ
ザ
ン
ツ
史
料
か
ら
見
た
テ
ュ
ル
ク
」
小
松
久
男
編
『
テ
ュ
ル
ク
を
知
る
た
め
の
61
章
』
明
石
書
店
、
二
〇
一
六
年
八
月
、

一
八
九
〜
一
九
三
頁
。

30
．「
冒
頓
単
于
」
鶴
間
和
幸
編
『
悪
の
歴
史　

東
ア
ジ
ア
編
【
上
】』
清
水
書
院
、
二
〇
一
七
年
九
月
、
一
五
〇
〜
一
六
三
頁
。

31
．「
加
藤
九
祚
先
生
の
思
い
出
」『
ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究
』
五
六
、二
〇
一
七
年
八
月
、
三
八
〜
四
一
頁
。

32
．「『
旧
約
聖
書
』
の
ケ
ル
ブ
（
ケ
ル
ビ
ム
）
は
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
か
、
グ
リ
フ
ィ
ン
か
？
」『
オ
リ
エ
ン
テ
』
五
六
号
、

二
〇
一
八
年
三
月
、
一
〇
〜
一
七
頁
。


